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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも被写体像の画像を取得するイメージガイドが内蔵された挿入部と、
　前記イメージガイドの後端部を支持する内視鏡操作部と、
　前記イメージガイドの後端部の少なくとも観察方向面に対向して透明部材が配され、前
記イメージガイドを前記内視鏡操作部に気密収容する気密保持手段と、
　前記気密保持手段を介して前記内視鏡操作部に気密収容された前記イメージガイドの位
置調整を行う位置調整機構と、
　前記内視鏡操作部に着脱自在に装着されるものであって、前記イメージガイドの後端部
の像を観察する接眼レンズ部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　位置調整機構は、前記イメージガイドをフランジを有するガイド部材に固定し、前記フ
ランジのフランジ面に少なくとも３個のビスを組み付け、ビスの突き出し量で前記イメー
ジガイドの傾きを調整することを特徴とする請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記気密保持手段の外周部に、リング部材を軸方向に移動自在に配し、このリング部材
のリング端面に対して前記接眼レンズ部を当てつけて位置出しを行い、前記リング部材の
リング位置を調整することで、前記接眼レンズ部の位置を調整し、ピント合わせ調整を行
うことを特徴とする請求項１又は２記載の内視鏡。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、イメージガイドを有し、接眼光学系で像を拡大することで画像を得る内視鏡
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
医療分野で使用される内視鏡は、体内挿入部の先端に配した対物光学系で取り込んだ被写
体像の画像をイメージガイドを用いて接眼部に取り込んだり、体内挿入部に処置具を挿通
させて患部の処置が行われる。このため、内視鏡は、患者間感染を防止する必要から、検
査・処置終了後に、その体内挿入部や附属品の洗滌消毒、滅菌処理が施される。
【０００３】
このような内視鏡及びその附属品の消毒滅菌処理としては、エチレンオキサイドガス（Ｅ
ＯＧ）等のガスや、消毒液が使用されている。そして、最近では、煩雑な作業を伴わず滅
菌後すぐに使用でき、しかもランニングコストの安いオートクレーブ滅菌（高圧蒸気滅菌
）が主流になりつつある。
【０００４】
また、体内挿入部に軟性部を有する内視鏡は、ゴム、エラストマー、樹脂（プラスチック
ス）等の高分子材料を主成分とする素材、接着剤を使用し、シリコーンゴム製のＯリング
やシリコーン系接着剤等で水密構造に構成される。
【０００５】
しかしながら、上記水密構造の内視鏡にあっては、オートクレーブ滅菌時に、かなりの高
圧高温水蒸気にさらされるため、その構造上、高圧高温水蒸気が内視鏡内部に侵入し、イ
メージガイド端面やカバーガラス内面やレンズ表面に水滴が付着し、内視鏡の観察性能を
著しく損なうおそれを有する。
【０００６】
そこで、水密構造の内視鏡としては、接眼枠と本体部とを着脱自在にすることによって、
接眼部と内視鏡操作部との間に形成される空間部に水蒸気が侵入してカバーガラスのガラ
ス表面に結露が生じた場合には、分離させて別体にして結露した面を清掃することように
構成したものが提案されている（例えば特許文献１参照。）。
【０００７】
ところが、上記内視鏡では、イメージガイドの端面が、本体内視鏡操作部の端部の部品に
直接固定される構造のため、接眼部との位置関係の調整代を有せず、イメージガイド端面
の位置の調整が困難であるという問題を有する。
【０００８】
また、上記イメージガイド端面の位置の調整方法としては、イメージガイド端面の位置を
調整するイメージガイド位置調整機構が提案され（例えば、特許文献２参照。）たり、あ
るいは接眼レンズ部を内視鏡操作部に対して着脱可能とし、かつこの接眼レンズ部を着脱
すべき内視鏡操作部側の着脱部に、内視鏡操作部端面側のイメージガイド後端に内視鏡操
作部を水密化するカバーガラスを設ける方法が提案されている（例えば、特許文献３参照
。）。
【０００９】
【特許文献１】
特開２０００―１３９８１９号公報
【００１０】
【特許文献２】
実用新案登録第２５３２３７０号公報
【００１１】
【特許文献３】
特公平２－１６８８６号公報
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【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記調整構造を有した内視鏡では、いずれもオートクレーブ滅菌を行い、
高圧高温水蒸気雰囲気中にさらされると、該水蒸気がイメージガイド端面と観察窓間の空
間に進入してしまい、イメージガイド端面やカバーガラス内面に水滴が付着したりして、
視野の劣化を招くという問題を有している。
【００１３】
また、蒸気蒸気高圧高温水蒸気の進入を防止する構造としては、一般的に、各接合部をレ
ーザー溶接と、半田付け、ロウ付けで内部空間を気密化する方法が知られているが、内視
鏡操作部側全体を気密構造に形成すると、多くの個所に対して気密接合を行わなければな
らないために、その組立て性や修理性が非常に悪くなり、保守を含む製作が困難となると
いう問題を有する。
【００１４】
この発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、簡易な構成で、且つ、簡便にして容易な
イメージガイドの位置調整手段を有したうえで、高圧高温蒸気にさらされた後でも、画像
観察時の視野の劣化がない内視鏡を提供することを目的にしている。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
この発明は、少なくとも被写体像の画像を取得するイメージガイドが内蔵された挿入部と
、前記イメージガイドの後端部を支持する内視鏡操作部と、前記イメージガイドの後端部
の少なくとも観察方向面に対向して透明部材が配され、前記イメージガイドを前記内視鏡
操作部に気密収容する気密保持手段と、前記気密保持手段を介して前記内視鏡操作部に気
密収容された前記イメージガイドの位置調整を行う位置調整機構と、前記内視鏡操作部に
着脱自在に装着されるものであって、前記イメージガイドの後端部の像を観察する接眼レ
ンズ部とを備えて内視鏡を構成した。
【００１６】
上記構成によれば、イメージガイドはその後端部の観察方向面に透明部材を設けた部材で
覆われ、微小空間で気密化される。その部位を内視鏡操作部に対し位置調整機構を介し取
り付けられる。観察のための接眼部とイメージガイド観察部の端面は気密化されない空間
のため、高温蒸気が侵入し結露することがあるが、その際は接眼部を分割し結露や曇りを
拭き取ることが可能である。しかも、本構成によれば気密化のための接合箇所を内視鏡全
体でなく、ごく限られた箇所に限定して行うことで機能を達成することが可能であるので
、組立て性や修理性を良好とすることが可能である。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１８】
（第１の実施の形態）
図１及び図２は、この発明の第１の実施の形態に係る内視鏡の要部を示すもので、図１は
、内視鏡操作部１０及び接眼レンズ部１１の分離状態を示し、図２は、内視鏡操作部１０
及び接眼レンズ部１１の合体状態を示す。
【００１９】
即ち、図中１２は、イメージガイド１２で、このイメージガイド１２の基端部は、フラン
ジ付き保持部材１３内に挿入されて接着剤１２１を用いて接着される（図３参照）。そし
て、このフランジ付き保持部材１３の一端部には、上記イメージガイド１２の後端面を、
覆うようにカバーガラス１４が被着される。このカバーガラス１４は、例えば気密隔壁部
材であるサファイヤ等の高耐圧ガラス等で形成され、その外周部には、例えばメタライズ
処理による表面処理が施された金属製の取付け用イメージガイドワク１５がロー付け等に
より接合されて設けられる。このイメージガイドワク１５は、上記フランジ付き保持部材
１３に対して半田付けやレーザー溶接等の気密接合手段により接合され、その内部空間が
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気密密閉部として供される。
【００２０】
上記フランジ付き保持部材１３は、上記内視鏡操作部１０に固定される中空の円筒部材１
６に挿着される。この円筒部材１６は、その周壁に所定の間隔を有して、複数、例えば位
置調整機構を構成する３個の先端方向に尖った調整螺子１７が、中心軸に対して略直交す
る方向に螺合調整自在に設けられ、この調整螺子１７を用いて上記円筒部材１６に対して
位置決め固定される。そして、この３個の調整螺子１７の螺合調整により、フランジ付き
保持部材１３は、その中心軸が円筒部材１６に対して移動調整されて、内挿されるイメー
ジガイド１２の中心位置の接眼レンズ部１１に対する位置調整が行われる。
【００２１】
また、上記円筒部材１６は、いわゆる切り欠き構造に形成され、この切り欠き構造を利用
して、イメージガイドワク１５を介してカバーガラス１４の被着されたイメージガイド１
２が内挿されるフランジ付き保持部材１３が、直接的に着脱自在に内挿されて取付けられ
る。これにより、イメージガイド１２が内挿されたフランジ付き保持部材１３は、円筒部
材１６への組立て作業及び修理作業性の向上が図れる。
【００２２】
さらに、上記フランジ付き保持部材１３には、図４に示すようにそのフランジ面に複数、
例えば傾き調整機構を構成する３個の螺子孔及び３個の挿通穴（但し、図４中では、図の
都合上、図示せず）が所定の間隔を有して交互に設けられる。このうち３個の螺子孔には
、先端の尖っている調整螺子１８が、螺合調整自在に螺着され、この調整螺子１８の螺合
調整により上記円筒部材１６の端面に対して該調整螺子１８の先端を選択的に圧接して円
筒部材１６に対するイメージガイド１２の傾き量の調整が行われる。
【００２３】
他方、フランジ付き保持部材１６の３個の挿通孔には、それぞれ固定螺子１９が挿通され
、各固定螺子１９の先端が、上記円筒部材１６の端面に設けられる図示しない螺子孔に螺
合される。これにより、フランジ付き保持部材１３は、固定螺子１９を介して円筒部材１
６に締結される。
【００２４】
また、円筒部材１６の外周には、螺子部１６１が設けられ、この螺子部１６１にカバー部
材２０の内周に設けられた螺子孔２０１が螺合されて該カバー部材２０が外装される。こ
の際、カバー部材２０は、上記内視鏡操作部１０が接する面にＯリング２１が介在されて
該Ｏリング２１を介して相互間の水密状態が保たれる。
【００２５】
ここで、上記フランジ付き保持部材１３は、上記カバーガラス１４の周辺の端部のみが露
出されて内視鏡操作部１０に組付け配置され、上記カバー部材２０との間に、ゴム部材や
シリコン系の弾性体で形成されるブーツと称する弾性部材２２が介在される。この状態で
、カバー部材２０には、その螺子孔２０１に蓋体２３が、弾性部材２２を、適正量だけ潰
して所望の水密が保たれるように螺合される。これにより、フランジ付き保持部材１３は
、相互間が移動調整された状態においても、カバー部材２０との間に介在された弾性部材
２２が変形して、相互間の気密が、所望の状態に保たれる。
【００２６】
また、上記カバー部材２０の外周には、螺子部２０２が設けられ、その螺子部２０２に対
してリング部材２４の内壁に設けられる螺子部２４１が螺合されて該リング部材２４が取
付けられる。このリング部材２４には、その周壁に複数のロック螺子孔２４１が周方向に
所定の間隔に設けられ、このロック螺子孔２４１には、ロックボルト２４４が螺合調整自
在に螺着される。これにより、リング部材２４は、そのロックボルト２４４を緩めた状態
で、螺子部２４１が螺合調整されると、カバー部材２０上を上記接眼レンズ部１１に対向
して出入りされ、その移動位置において、ロックボルト２４４が締め付けられてカバー部
材２０上の所望の位置に位置決めされる。このリング部材２４は、その端面が合体用規制
部を構成し、上記カバー部材２０上の移動位置において、その端面に対して接眼レンズ部
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１１の端面が当接された状態で、該接眼レンズ部１１を上記内視鏡操作部１０に対して位
置決めする（図２参照）。
【００２７】
さらに、リング部材２４には、その外周に接眼レンズ部取付け用の螺子部２４２が設けら
れ、この螺子部２４２には、上記接眼レンズ部１１に設けられる螺子孔部１１１が螺合さ
れて該接眼レンズ部１１が合体される。これにより、接眼レンズ部１１は、リング部材２
４のカバー部材２０に対する螺合が調整されて相対位置が可変されると、そのリング部材
２４が光軸方向に移動され、その移動位置に応じて、該リング部材２４による螺子孔部１
１１の位置決め位置が変化されることにより、上記イメージガイド１２の端面との位置が
調整されてピント合わ調整が行われる。
【００２８】
ここで、リング部材２４は、その内周の螺子部２４１が、例えば左螺子で形成され、その
外周の螺子部２４２が右螺子で形成される。このように、リング部材２４の内周及び外周
に異なる螺子構造の螺子部２４１，２４２を形成して、カバー部材２０への取り付け、及
び接眼レンズ部１１への取り付けを可能としていることにより、接眼レンズ部１１の取付
け部品の点数が軽減され、構成の簡略化が図れる。そして、これによれば、このピント合
わせのためのリング部材２４の位置は、接眼レンズ部１１を固定する螺子回し力に対して
反力がかかり固定が強固になる構成となっているため、接眼レンズ部１１の着脱を繰り返
しても螺合状態に緩みが起こることなく、しかも、ピント調整位置ずれを起こすことなく
、調整状態が初期状態に保たれる。
【００２９】
例えば、上記カバー部材２０及び接眼レンズ部１１は、その外形寸法が、それ自体の部品
加工寸法公差を考慮して、隙間バメ構造に形成される。これにより、カバー部材２０及び
接眼レンズ部１１は、さらに回転方向の高精度な調整が可能となり、相互間の高精度な位
置調整が実現される。
【００３０】
上記カバー部材２０及び接眼レンズ部１１は、例えば接眼レンズ部１１に凸部を設けて、
そのカバー部材２０に凹部を設け、これら凸部と凹部を合致させることにより、組立て再
現性が得られるように構成される。そして、これらカバー部材２０及び接眼レンズ部１１
には、例えば位置合わせ用の指標を対応して設けたり、いわゆるＤカット形状に形成する
ことにより、さらに容易な組立て再現性を得ることが可能となる。
【００３１】
ここで、上記接眼レンズ部１１には、接眼ユニット１１２が内装される。この接眼ユニッ
ト１１２は、枠体１１３内に接眼レンズ１１４がカバーガラス１１５により挟装された状
態で、ロー付け等の手法により気密状態に組付け配置される。これにより、接眼レンズ部
１１の接眼ユニット１１２は、その接眼レンズ１１４が気密状態に保たれ、上記内視鏡操
作部１０のカバー部材２０に組付けられた状態において、その気密が保たれる。
【００３２】
また、上記イメージガイド１２の先端部は、図５に示すように体内挿入部２５に配置され
る。このイメージガイド１２の先端部は、同様にオートクレーブ滅菌時にも高圧高温水蒸
気の混入による視野の劣化などを防止するために、挿入部先端側も接眼部側端部と同様に
気密に近い状態に構成される。
【００３３】
即ち、体内挿入部２５の先端には、ワク部材２５１が設けられ、このワク部材２５１には
、対物光学系２６が上記イメージガイド１２の先端に対向して配される。このワク部材２
５１の先端には、例えば金メッキの施された段状の凹部２５２が設けられ、この凹部２５
２の下段には、周壁にメタライズ処理の施されたカバーガラス２７が、収容されて半田接
合されて所望の気密を保った状態に取付けられる。
【００３４】
ここで、上記半田接合時において、半田２８は、ワク部材２５１の凹部２５２に施した金
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メッキの作用により、例えば多すぎた半田２８が凹部２５２内の金メッキ範囲に留まり、
装置内部に過剰に侵入したり、カバーガラス２７面に流れ出したりすることが防止される
。これにより、確実な気密接合を簡便にして容易に実現することが可能となり、組立て作
業の簡略化を図ることが可能となる。
【００３５】
また、上記図５においては、イメージガイド１２に対向配置される対物光学系２６の前に
カバーガラス２７を、ワク部材２５１を介して配するように構成したが、これに限ること
なく、例えば図６に示すように対物光学系２６を構成する凸レンズを、カバーガラスとし
て兼用するように構成することも可能である。この場合には、対物光学系２６のレンズ順
番や、組付け方法に影響を及ぼさないうえ、部品点数の削減が図れることにより、さらに
、設計を含む製作の簡略化を図ることが可能となる。
【００３６】
上記構成により、イメージガイド１２の位置を接眼レンズ部１１に対して中心、傾きの調
整を行う場合には、その側面及び接眼レンズ面側に配される調整螺子１７、１８を調整操
作することにより行われる。そして、消毒滅菌処理としてエチレンオキサイドガス（ＥＯ
Ｇ）等のガスや消毒液を使用する場合にも、イメージガイド１２のイメージガイドワク１
５、フランジ付き保持部材１３が気密化され、該フランジ付き保持部材１３と円筒部材１
６、カバー部材２０及び蓋体２３の対向部位は、弾性部材２２を介して水密状態に組付け
られていることで、水分の侵入が確実に防止され、処理後、再び初期の視野精度での観察
を行うことができる。
【００３７】
このように、上記内視鏡は、イメージガイド１２の一端をフランジ付き保持部材１３に内
挿して、イメージガイド１２の後端面に透明なカバーガラス１４を配し、このカバーガラ
ス１４をイメージガイドワク１５を介してフランジ付き保持部材１３に気密接合し、この
フランジ付き保持部材１３を、弾性部材２２を介して内視鏡操作部１０に組付けて、操作
部内を水密を保った状態でイメージガイド１２の後端面の位置を、接眼レンズ部１１に対
して中心、傾き、ピント合わせの調整を行い得るように構成した。
【００３８】
これによれば、一部領域を気密構造とするだけの簡単な構成で、高精度な気密構造が実現
されて、例えばオートクレーブ滅菌時にも高圧高温水蒸気の侵入を効果的に防止すること
が可能となり、接眼部との空間に蒸気による結露、くもりが発生しても接眼部を分割し結
露やくもりを拭き取ることができることで、高精度な視野の確保が実現され、しかも、そ
の保守点検を含む組立て作業の簡便化が図れる。
【００３９】
また、所望の気密及び水密を保った状態で、イメージガイド１２の後端面の位置を接眼レ
ンズ部１１に対して中心、傾き、ピント合わせの調整を簡単な構造で構成することができ
ることにより、簡便にして容易な位置調整操作が実現され、その取扱い性の向上が図れる
。
【００４０】
（第２の実施の形態）
図７及び図８は、この発明の第２の実施の形態に係る内視鏡の要部を示すもので、図７は
、内視鏡操作部３０及び接眼レンズ部３１の分離状態を示し、図７は、接眼レンズ部３１
を内視鏡操作部３０に合体させた合体状態を示す。
【００４１】
この第２の実施の形態においても、上述した第１の実施の形態と略同様の効果を期待する
ことができる。但し、この図７及び図８においては、上記第１の実施の形態と同一部分に
ついて同一符号を付して、その詳細な説明を省略する。
【００４２】
即ち、この第２の実施の形態においては、上記フランジ付き保持部材１３のフランジの一
方面と上記円筒部材１６との接触部位に扁平シートでリング形状に形成されたパッキン３
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２が載置され、このパッキン３２上には、リング状のカラー３３が積重される。
【００４３】
そして、この円筒部材１６の基端には、蓋体３４が上記カラー３３を介在させてパッキン
３２を圧接するように螺着される。この際、パッキン３２は、カラー３３を介して蓋体３
４の付勢力が均一的に付与されて、均一に沈み込み込み、フランジ付き保持部材１３と円
筒部材１６との間に圧接され、フランジ付き保持部材１３のフランジの一方面と上記円筒
部材１６との間を気密及び水密状態とする。このようにパッキン３２を蓋体３４を用いて
均一的に圧接して気密密閉状態を保つように構成していることにより、気密を保つための
気密・水密構造の簡略化が図れる。
【００４４】
また、上記円筒部材１６には、カバー部材３５が外装され、このカバー部材３５がＯリン
グ３６を介して上記内視鏡操作部３０に着脱自在に取付けられる。これにより、カバー部
材３５は、内視鏡操作部３０に対して水密をとって取付けられる。そして、カバー部材３
５には、例えば上記第１の実施の形態におけるリング部材２４の外周部形状と略同様の合
体用の螺子部３５１が設けられ、この螺子部３５１に対して接眼レンズ部３１に設けられ
る螺子孔部３１１が螺合されて着脱自在に合体される（図８参照）。
【００４５】
上記接眼レンズ部３１には、接眼レンズ群３１２が光軸方向に移動自在に内装され、その
外周部に回転リング部材３１３が回転操作自在に取付けられる。そして、これら接眼レン
ズ部３１の回転リング部材３１３及び接眼レンズ群３１２の間には、複数本のＯリング３
７が介在され、このＯリング３７により相互間が水密状態に保たれる。
【００４６】
上記回転リング部材３１３には、カム機構３８が係合され、このカム機構３８の駆動部に
は、上記接眼レンズ群３１２が光軸方向に移動調整自在に係合される。これにより、回転
リング部材３１３は、回転操作されると、カム機構３８を駆動して上記接眼レンズ群３１
２を光軸方向に直線移動させる。ここで、接眼レンズ群３１２の移動範囲は、その視度調
整範囲に加えてイメージガイド１２の後端面との位置調整範代も考慮して設定され、上記
第１の実施の形態におけるリング部材２４の移動範囲も網羅するように設定することによ
り、ピント調整するためのピント調整機能が兼用される。
【００４７】
また、上記接眼レンズ部３１は、内視鏡操作部３０に対してＯリング３９を介して上記第
１の実施の形態の合体構造と略同様にして着脱自在に合体されると、該Ｏリング３９を介
して相互間が水密状態に設定される。
【００４８】
上記構成により、イメージガイド側面の位置を接眼レンズ部３１に対して中心、傾きの調
整を行う場合には、接眼レンズ部３１を内視鏡操作部３０に合体した状態で、その側面側
に配される回転リング部材３１３や調整螺子１７を調整操作することにより行われる。そ
して、消毒滅菌処理としてエチレンオキサイドガス（ＥＯＧ）等のガスや消毒液を使用す
る場合にも、イメージガイド１２のイメージガイドワク１５、フランジ付き保持部材１３
が気密化され、該フランジ付き保持部材１３と円筒部材１６、カバー部材３５及び蓋体３
４の対向部位は、パッキン３２及びカラー３３を介して水密状態に組付けられていること
で、水分の侵入が確実に防止され、処理後、再び初期の視野精度での観察を行うことがで
きる。また、接眼レンズ部３１及び内視鏡操作部３０の連結部位は、上述したようにパッ
キン３２及びＯリング３９を介して水密状態に合体されていることで、水分の侵入が確実
に防止される。
【００４９】
この第２の実施の形態によれば、接眼レンズ部３１に接眼レンズ群３１２を光軸方向に移
動自在に配して、この接眼レンズ群３１２を移動させて視度調整を行うようにしている。
この結果、ピント調整機構を配することなく、ピント調整機能を兼用することが可能とな
り、構成の簡略化が図れると共に、その調整操作の簡便化が図れる。
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【００５０】
また、接眼レンズ部３１を内視鏡操作部３０に合体した状態においても、気密及び水密が
確保できることにより、例えば消毒滅菌処理としてエチレンオキサイドガス（ＥＯＧ）等
のガスや消毒液を使用する場合、内視鏡操作部３０と接眼レンズ部３１を分離することな
く、消毒滅菌処理が可能となるため、その洗浄作業を含む取り扱い性の向上を図ることが
できる。
【００５１】
（第３の実施の形態）
図９及び図１０は、この発明の第３の実施の形態に係る内視鏡の要部を示すもので、図９
は、内視鏡操作部４０及び接眼レンズ部４１の分離状態を示し、図１０は、接眼レンズ部
４１を内視鏡操作部４０に合体させた合体状態を示す。
【００５２】
この第３の実施の形態においても、上述した第１及び第２の実施の形態と略同様の効果を
期待することができる。但し、図９及び図１０においては、上記第１及び第２の実施の形
態と同一部分について同一符号を付して、その詳細な説明を省略する。
【００５３】
第３の実施の形態においては、イメージガイド１２の後端面に、イメージガイドワク１５
を介して透明部材であるカバーガラス１４を被着して第１の円筒部材４０１内に内装させ
、相互間が半田付け等により、接合されて気密密閉状態に取付けられる。そして、この第
１の円筒部材４０１は、第２の円筒部材４０２内に遊挿される。この第２の円筒部材４０
２には、その基端側に複数、例えば３個の固定螺子４０３が周方向に所定の間隔を有して
螺合調整自在に螺着される。
【００５４】
また、第２の円筒部材４０２には、その先端側に複数、例えば３個の調整螺子４０４が周
方向に所定の間隔を有して螺合調整自在に螺着される。この調整螺子４０４は、例えば先
端方向に尖った形状に形成され、その突出量を調整することにより、第１の円筒部材４０
１の傾き角を可変させてイメージガイド１２の傾きを可変設定させる。
【００５５】
上記第２の円筒部材４０２は、第３の円筒部材４０５に遊挿された後、該第３の円筒部材
４０５と共に第４の円筒部材４０６に遊挿され、これら第３及び第４の円筒部材４０５，
４０６で挟装されて光軸方向の位置が規制される。このうち第４の円筒部材４０６は、そ
の周囲部に複数、例えば３個の固定螺子４０７が周方向に所定の間隔を有して螺合調整自
在に設けられ、この固定螺子４０７を介して第３の円筒部材４０５の外周部に取付けられ
る。
【００５６】
また、第３の円筒部材４０５の周囲には、カバー部材４０８がＯリング４２を介在して被
着され、相互間が固定螺子４０９を用いて螺着される。これにより、第３の円筒部材４０
５とカバー部材４０８との間は、所望の気密及び水密が得られる。
【００５７】
そして、上記カバー部材４０８は、上記内視鏡操作部４０にＯリング４３を介して相互間
の水密が得られるように取付けられる。また、上記第４の円筒部材４０５は、その基端に
おいて、上記第１の円筒部材４０１の間にＯリング４４が介在され、このＯリング４４を
介して上記第１の円筒部材４０１の外周壁の間に所望の気密及び水密を有して取付けられ
る。
【００５８】
上記第４の円筒部材４０６は、その基端部が、Ｏリング４５を介在して接眼レンズ部４１
に内挿されて、該Ｏリング４５により相互間が水密を有して取付けられる（図１０参照）
。この第４の円筒部材４０６には、その外周部に例えば上記第１の実施の形態におけるリ
ング部材２４（上記図１及び図２参照）の外周部形状と略同様の合体用の螺子部を有した
係合部４０６ａが設けられ、この係合部４０６ａに対して接眼レンズ部４１に設けられる
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係合螺子部４１１が螺合されて着脱自在に合体される。
【００５９】
上記接眼レンズ部４１は、上記第２の実施の形態と略同様に形成される。即ち、上記接眼
レンズ部４１には、接眼レンズ群４１２が光軸方向に移動自在に内装され、その外周部に
回転リング部材４１３が回転操作自在に取付けられる。これら接眼レンズ部４１の回転リ
ング部材４１３及び接眼レンズ群４１２の間には、Ｏリング４６が介在されて相互間の水
密が保たれる。
【００６０】
上記回転リング部材４１３には、カム機構４１４が係合され、このカム機構４１４の駆動
部には、上記接眼レンズ群４１２が移動調整自在に係合される。これにより、回転リング
部材４１３は、回転操作されると、カム機構４１４を駆動して上記接眼レンズ群４１２を
光軸方向に直線移動させる。ここで、接眼レンズ群４１２の移動範囲は、その視度調整範
囲に加えてイメージガイド１２の後端面との位置調整範代も考慮して設定され、上記第１
の実施の形態におけるリング部材２４の移動範囲も網羅するように設定することにより、
ピント調整するためのピント調整機能が兼用される。
【００６１】
上記接眼レンズ部４１は、上述したように内視鏡操作部４０に対してＯリング４５を介し
て上記第１の実施の形態の合体構造と略同様にして着脱自在に合体されると、該Ｏリング
４５を介して水密状態が保たれる。
【００６２】
上記構成により、イメージガイド１２側面の位置を接眼レンズ部４１に対して中心、傾き
の調整を行う場合には、接眼レンズ部４１を内視鏡操作部４０に合体した状態で、その側
面側に配される回転リング部材４１３や調整螺子４０４を調整操作することにより行われ
る。そして、消毒滅菌処理としてエチレンオキサイドガス（ＥＯＧ）等のガスや消毒液を
使用する場合にも、イメージガイド１２のイメージガイドワク１５、第１の円筒部材４０
１が気密化され、該第１の円筒部材４０１が、調整機構を構成する第２及び第３の円筒部
材４０２、４０５を介して第４の円筒部材４０６に対してＯリング４４を介して水密状態
に組付けられていると共に、第４の円筒部材４０６が内視鏡操作部４０に対してＯリング
４２、４３を介して水密状態に組付けていることで、水分の侵入が確実に防止され、処理
後、再び初期の視野精度での観察を行うことができる。また、接眼レンズ部４１及び内視
鏡操作部４０の連結部位は、上述したようにＯリング４２，４３，４５を介して気密及び
水密状態に合体されていることで、水分の侵入が確実に防止される。
【００６３】
この第３の実施の形態によれば、上記第２の実施の形態と略同様に接眼レンズ部４１に接
眼レンズ群４１２を光軸方向に移動自在に配して、この接眼レンズ群４１２を移動させて
視度調整を行うように構成している。この結果、ピント調整機構を配することなく、ピン
ト調整機能を兼用することが可能となり、構成の簡略化が図れると共に、その調整操作の
簡便化が図れる。
【００６４】
また、接眼レンズ部４１を内視鏡操作部４０に合体した状態においても、気密及び水密が
確保できることにより、例えば消毒滅菌処理としてエチレンオキサイドガス（ＥＯＧ）等
のガスや消毒液を使用する場合、内視鏡操作部４０と接眼レンズ部４１を分離することな
く、消毒滅菌処理が可能となるため、その洗浄作業を含む取り扱い性の向上を図ることが
できる。
【００６５】
よって、この発明は、上記実施の形態に限ることなく、その他、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さらに、上記実施の形態に
は、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組合せ
により種々の発明が抽出され得る。
【００６６】
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例えば上記実施の形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明
が解決しようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果で述べられている効果
が得られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【００６７】
また、この発明は、上記各実施の形態によれば、次のような構成を得ることもできる。
【００６８】
（付記１）
イメージガイドを内蔵した体内挿入部と、イメージガイドの後端部を支持する内視鏡操作
部と、イメージガイド後端の像を観察する接眼レンズ部を有し、接眼レンズ部を内視鏡操
作部に対して着脱可能な構造とする内視鏡において、
イメージガイドの後端部の傾き、中心位置の位置調整が可能な機構を有し、イメージガイ
ドの後端部の観察方向面に対し、透明部材を設けた部品で覆い気密化し、気密化範囲の一
部分を内視鏡操作部の外部に露出するように配置し、内視鏡操作部と露出部の側面を軟性
の部材で覆い、内視鏡操作部全体の水密を保持することを特徴とする内視鏡。
【００６９】
（付記２）
付記１の内視鏡において、イメージガイドをフランジを有する部材に固定し、フランジ面
に少なくとも３個の調整螺子を組み付け、調整螺子の突き出し量で取り付け部に対するイ
メージガイドの傾き（片ボケ）調整を行う構成としたことを特徴とする内視鏡。
【００７０】
（付記３）
付記１の内視鏡において、イメージガイド保持部の外筒に移動可能なリング部材を設け、
着脱する接眼レンズ部はリング端面に当てつけて位置出しを行い、リング位置を調整する
ことで接眼レンズ部の位置を調整し、ピント合わせ調整を行う構成としたことを特徴とす
る内視鏡。
【００７１】
（付記４）
付記３の内視鏡において、ピント合わせ調整を行うリング部材の外周に螺子を設けると同
時に、接眼レンズ部にも同径の螺子を設け、リング部材が接眼レンズ部分を固定できる部
材を兼ねるように構成したことを特徴とする内視鏡。
【００７２】
（付記５）
付記３の内視鏡において、ピント合わせ調整を行うリング部材の螺子部を左螺子で、リン
グ外周螺子部を右螺子で構成することで、接眼レンズ部分の着脱を繰り返してもピント調
整位置ずれを起こしにくいように構成したことを特徴とする内視鏡。
【００７３】
(付記６)
付記３において、前記リング部材は、外周部に螺子部を設けて、前記接眼レンズ部に前記
リング部材の螺子部に螺合する螺子部を設け、前記接眼レンズ部の螺子部を前記リング部
材の螺子部に螺合させて前記接眼レンズ部を取り付け配置したことを特徴とする内視鏡。
【００７４】
（付記７）
付記３又は４において、前記リング部材は、内壁と外周壁に形式の異なる螺子部を設けて
構成したことを特徴とする内視鏡。
【００７５】
【発明の効果】
以上詳述したように、この発明によれば、簡易な構成で、且つ、簡便にして容易なイメー
ジガイドの位置調整手段を有したうえで、高圧高温蒸気にさらされた後でも、画像観察時
の視野の劣化がない内視鏡を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】この発明の第１の実施の形態に係る内視鏡の要部を分離して示した断面図である
。
【図２】図１の合体状態を示した断面図である。
【図３】図１のイメージガイドをカバーガラス、イメージガイドワクを介してフランジ付
き保持部材に対して気密状態に組付けた状態を示した断面図である。
【図４】図１のフランジ付き保持部材とイメージガイドの組付け状態を示した一部斜視図
である。
【図５】図１のイメージガイドの体内挿入部の先端における配置構成を示した一部断面図
である。
【図６】図１のイメージガイドの体内挿入部の先端における配置構成の変形例を示した一
部断面図である。
【図７】この発明の第２の実施の形態に係る内視鏡の要部を分離して示した断面図である
。
【図８】図６の合体状態を示した断面図である。
【図９】この発明の第３の実施の形態に係る内視鏡の要部を分離して示した断面図である
。
【図１０】図８の合体状態を示した断面図である。
【符号の説明】
１０，３０，４０…内視鏡操作部、１１，３１，４１…接眼レンズ部、１１１…螺子孔、
１１２…接眼レンズユニット、１２…イメージガイド、１３…フランジ付き保持部材、１
４…カバーガラス、１５…イメージガイドワク、１６…円筒部材、１７，１８…調整螺子
、１９…固定螺子、２０…カバー部材、２０１…螺子孔、２０２…螺子部、２１…Ｏリン
グ、２２…弾性部材、２３…蓋体、２４…リング部材、２４１，２４２…螺子部、２４３
…ロック螺子孔、２４４…ロックボルト、２５…体内挿入部、２５１…ワク部材、２５２
…凹部、２６…対物光学系、２７…カバーガラス、２８…半田、３２…パッキン、３３…
カラー、３４…蓋体、３５…カバー部材、３１１…螺子孔部、３１２…接眼レンズ群、３
１３…回転リング部材、３６，３７，３９…Ｏリング、３８…カム機構、４０１…第１の
円筒部材、４０２…第２の円筒部材、４０３…固定螺子、４０４…調整螺子、４０５…第
３の円筒部材、４０６…第４の円筒部材、４０７…固定螺子、４０８…カバー部材、４０
９…固定螺子、４２，４３，４４，４５，４６…Ｏリング、４１１…係合螺子部、４１２
…接眼レンズ群、４１３…回転リング部材、４１４…カム機構。
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